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1. プログラム名 大国ロシアに学ぶ世界のビジネス 

2. 担当教員 横山 研治 

3. 実習地 ロシア(モスクワ) 

4. 開講年度 2019 年度 

5. 開講時期 冬セッション 

6. 科目 APM フィールド･スタディ 

7. 開講言語 日本語 
[実習で使用する場合がある言語: 英語] 

8. 単位数 2 単位 
-セメスターの登録可能単位数の上限に含まれません。 

9. プログラム概要 
プログラム参加者は、社会の実態を調査研究し、問題の本質をつかみ、その問

題をビジネスの提案や構築によって解決する方法を模索する。今回はロシアの

モスクワで「Doing Businessin Russia」と題して開催する。1989 年に共産主義が崩

壊した後、市場経済が導入されたのだが、かつての体制の影響を受けながら発

展してきた。今回はロシア経済の過去と現在に関する研修を受ける。また、モス

クワの地元企業や日系企業を尋ねて、ロシア市場の可能性と問題点を学習す

る。 
10. プログラムのねら

い 
- ロシアの歴史・体制・経済について経験を通じて理解する。 

- ロシア経済・ビジネス・マネジメントの特徴を理解する。 

- ロシア企業のビジネス・マネジメントの課題・問題点・可能性を理解する。 

11. 参加費 (目安) 項目 費用 
航空券 ¥170,000 

プログラム運営費(宿泊費用を含む) ¥130,000 

合計 ¥300,000 

〔費用に含まれないもの〕 
 プログラム外での食費 
 ビザ取得費用 
 海外旅行保険及び J-TAS 費用（必須） 
 日本国内交通費 
 予防接種（希望者のみ） 

12. 履修の目安 学習進捗に関する目安は設けない。ロシアに関心があることが望ましい。 
13. 到達目標 

ロシアの政治的背景、経済的背景、文化的背景を理解した上で、ロシアに関わ

るビジネスとマネジメントの基礎的知識が身につく。 
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14. 授業方法 
授業方法は講義、グループディスカッション、フィールドリサーチ、グループプレ

ゼンテーションである。フィールドリサーチではモスクワの現地企業を訪問する。 

 
[多文化協働学修に関する環境と手法] 
クラスでのグループディスカッションと教室を離れて企業を訪ねるフィールド訪問

があり、個人及びグループで取り組む課題と多文化協働学修に必要なグループ

発表がある。本プログラムでは、積極的な学びと知識の共有を実践する。 
15. スケジュール  [事前授業]  

日 内容 
TBA TBA 

 [実習] 
日 内容 
2 月 16 日(日) モスクワ到着 

2 月 17 日(月) 午前：モスクワ大学学生のガイドによるツアー 
午後：モスクワ大学学生とセッション 

2 月 18 日(火) 
ロシア経済に関する講義 
ロシアのロジスティクスに関する講義 
企業訪問（JETRO モスクワ） 

2 月 19 日(水) 
ロシアのビジネス文化に関する授業 
ロシアのビジネスに関する講義 
企業訪問（伊藤忠モスクワ） 

2 月 20 日(木) 
工場見学（Aqualife Co.Ltd あるいは Continental Tyres
あるいは日立建機） 
企業訪問（三菱電機ロシアあるいはヤマハモータース） 

2 月 21 日(金) 企業訪問（Skolkovo Technopark） 
企業訪問（Schneider Group） 

2 月 22 日(土) 
修了式 
市内ツアー（Kolomenskoe, VDNKh, Novodevichy 
Convent） 

2 月 23 日(日) モスクワ出発 

 [事後授業]  
日 内容 
TBA TBA 

 

16. 成績評価方法 
授業参加  30% 

プレゼンテーション 30% 

個人レポート 40% 
17. 学生への要望事項 グループディスカッションへの積極的参加、新しい経験やライフスタイルに対して

オープンであること、責任ある行動、物事を放置しないこと、アレルギー又は定期

的に薬を飲む必要があれば教員に知らせること、すべてのフィールドスタディに

出席すること、すべてのフィールドトリップと課題を決められた日時までに完了す
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ること 
- 海外プログラムに参加するためには、出発から帰国までの期間について、

大学が指定する海外旅行保険への加入と大学指定の航空券の購入が必

要です。詳細については、受講を許可された学生に対して別途に案内しま

す。  
18. 教科書 

使用しない 
19. 参考文献 

下斗米伸夫著『ロシアの歴史を知るための 50 章』明石書院 

下斗米伸夫・島田博共著『現代ロシアを知るための 60 章』明石書院 
20. 上記以外 

 
21. その他 • 募集人数:15 

• 最少実施人数:5 
・ 派遣地域安全情報：レベル0 

 


